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日
に
､

｢高
機
能
性
素
材

｢
シ

マ
グ
ワ
｣

を
利
用
し
た
粉
末
桑
葉
の
開
発
と
販
路

開
拓
｣
で
国
の
農
商
工
等
連
携
事
業
計

画
に
認
定
さ
れ
た
､
マ
ダ
ム
･ボ
ー
研
究

代
表 

(認
定
時
は
､
マ
ダ
ム

･

株

ボ
ー

所
式
会
社
代
表
取
締
役
)
渡
辺
千
佳

子

さ
ん
で
す
｡

｢
シ
マ
グ
ワ
｣
に
は
､
桑
に
多
く
含

ま
れ
る
血
糖
値
上
昇
を
抑
制
す
る
成
分 

D
N
l
が
､
国
内
の

一
般
的
な
品
種
の 

5
.
2
倍
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
､

｢シ
マ
グ
ワ
｣
を
活
用
し
た
粉
末

桑
葉
の
開
発

へ
向
け
て
連
携
相
手
を
探

し

て

い
た
と

こ
ろ
､
平
成 

20

年

8

月
､
桑
葉
の
栽
培
技
術
研
究
に
熱
心
な

償
田
農
学
部
株
式
会
社
の
協
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
､
連
携
す
る
に
至
り

ま
し
た
｡

今
回
の
連
携
で
は
､

｢シ

マ
グ

ワ
｣

の
持

つ
高
機
能
性 

(血
糖
値
上
昇
の
抑

制
作
用
､
脂
肪
組
織
蓄
積
減
少
､
抗
酸

化
作
用
な
ど
)
を
付
加
し
た
パ
ン
や
リ

キ

ュ
ー
ル
向
け
の
新
し
い
食
品
素
材
を

開
発
す
る
と
と
も
に
､
販
路
拡
大
を
図

り
ま
す
｡

厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康

･
栄
養
調

査 

(平
成 
18
年
)
に
よ
る
と
､
日
本

で
は
成
人
の
6
人
に 
1
人
が
､
糖
尿
病

と
疑
わ
れ
る
又
は
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
と
さ
れ
て
お
り
､
桑
葉
の
加
工
品

に
は
大
き
な
市
場
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
｡

マ
ダ
ム

･
ボ

ー
は
､
あ
り
そ
う
で
な

い
鹿
児
島
産
の
加
工
食
品
を
企
画

･
製

造
し
､

｢ひ
と
手
間
加
え
て
真
価
を
発

揮
す
る
｣
加
工
食
品
を
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス

し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
渡
辺
さ
ん
は
､

地
域
農
水
産
物
を
利
用
し
た
商
品
企

画

･
開
発
の
専
門
家
と
し
て
､ 

(財
)

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

家
派
遣
事
業
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
｡商

品
は
現
在 

(秩
)
三
味

一
心
堂

マ

ダ
ム

･
ボ
ー
事
業
部
で
取
り
扱

っ
て
い

ま
す
｡

創
意
工
夫
し
て

今
月
の
表
紙


安
心
と
安
全
を

今
月
の
表
紙
は
､
平
成 
2

0

1
年
2
月 
2

マダム ･ボー研究所
代表 渡辺 千佳子 氏

所 在 地 :南さつま市坊津町坊47 41 
L :0993- 7-295 9 

X :0993- 7-295 9 
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桑葉を利用 した商品

にんじんを利用 したキャロティ

今月の表紙

この人に聞く

応接します !中小企業の経営革新

頑張る進出企業

女性経営者登場

実践 HT活用

ベンチャープラザコーナー⑫

研究シーズの紹介

起業化セミナーを開催しました
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株式会社エルム

代表取締役 宮原 隆和

エルムは昨年 12月に創業 30周年を迎え､併せて､念願の新社屋を建設する事ができました｡こ

の 30年を振 り返 り､そして､新社屋建設に際し経験した事から､皆様にお役に立てそうな事を幾つ

か紹介させていただきます｡

エルムは私が 29才の時に大阪から Uターンして弟と共同で興した会社で､創業のきっかけは決し

て企業家魂ではなく､エンジニアが生き生きと働ける場を作る事でした｡

そして､ ｢オリジナル製品を持ち､一流のエンジニアが一流の仕事をでき､鹿児島から世界を相手

に仕事をする｣という 3つの夢を掲げてスター トしました｡

しかし､この夢には､大変な欠陥が御座いまして､一般的な社是に含まれる ｢世の為､人の為｣と

いった類の文言が全く含まれない､身勝手な夢でした｡

私共は ｢よせ太郎｣という当時では画期的なゴルフ練習機を開発し世間の注目を集めた事がありま

す｡しかし､事業としては大失敗で大変な借金を作ってしまいました｡

その時､ ｢作りたい物を作っていたら駄目だ ! お客様や社会が本当に欲しい物を作ろう! そし

て､事業には戦略が必要だ !｣と気付き､それが会社の転機になりました｡

その考えに基づく最初の製品が光ディスク修復機で､会社発展の原動力になり､このビジネスか

ら､鹿児島から世界を相手にビジネスする近道はイノべ-テイブな製品を生み出す事であることや､

極短期間に世界市場を掴む秘訣を学ぶことができました｡

次に､新社屋建設に際し学んだ､皆様にお役に立てそうな事をご紹介します｡

それは､人より一歩先を歩く事が新しいビジネスを見付け出す近道であるということです｡私共の

新社屋は眼下に吹上浜を見下ろし､ 360度視界の開けた高台に御座いますが､そのコンセプ トは決

して高級ではなく､働く者に優しく､地球環境に与える負荷を限りなくゼロにする事でした｡その為

に､≠社屋は季節の影響を殆んど受けない地下に作 り､利用可能な省エネ技術を徹底的に導入 し､更

に､原理上有効な多くの省エネ技術を自社開発 しました｡照明は全て自社開発 した LED照明で､窓

やサッシは日本最高レベルの断熱製品､ 60トンの雨水を溜めるタンクを設け嬢過して トイレ等の水

を賄い､夏の冷房時に生じる熱を捨てずに地中に蓄えておき冬の暖房に使 う地中熱蓄積型のエアコン

とエアコン式床暖房､壁面緑化､屋上緑化などの省エネ技術を導入 ･開発 し､旧社屋に比べ床面積が 
2倍になりましたが消費電力は 8割に抑え､水道も使わない社屋を作りました｡

これらの新しい技術開発に挑戦し､幾つもの壁を乗 り越えて完成できると､そこには誰もいない新

しい世界が広がっていました｡特許も幾つも出願 しました｡

私はこれまで多くの人から､ ｢もう少し資金と人材に余裕があれば､エルムのように自社製品を開

発したい｡｣という言葉をお聞きしました｡ しかし､余裕があるからやるのではなく､やったから道

が開けた ･･･それが､これまでのエルムです｡

自らを､泳ぎ続けなければ溺れてしまう泳者に身を置くこと､すなわち挑戦することがチャンスを

生み出す一つの原点のような気がします｡

そしてもう一つの原点が変化です｡今､日本社会は､世界社会は大きく変化しています｡C HANGEは 
cHANCE(*1)を生み出します｡アンテナを広げ､自らをイノべ- トし､是非そのチャンスを手に入れた

いものです｡ (☆ 頭脳センター山下専務の言葉)
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応

接
し
ま
す 
!


〜

中

小企
業
の
経
営
革
新 

最
新
設
備
を
導
入
し
た
製
造
等
施
設
の

新
設
に
よ
り
､
種
子
島
の
特
産
品
を
原

!

料
と
し
た
新
商
品
を
全
国

へ 

Q
.
新
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

経

営

者

の
た

め

.
新
事
業
の
内
容
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か

製
造
効
率
や
品
質

･
衛
生
管
理
の
向

rc

上
を
図
る
た
め
､
製
造
工
場
､
各
種
設

備
､
倉
庫
､
店
舗
を

一
箇
所
に
新
た
に

建
設
し
､
安
納
芋
､
紫
芋
な
ど
の
地
域

資
源
を
使
用
し
た
新
商
品 
(ペ
ー
ス
ト
､

チ
ッ
プ
ス
､
ス
テ
ッ
ク
)
を
開
発
､
販
売

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
｡

の
経

営

革

新

支

援

制

度

活

用

術 

-


し
た
き

っ
か
け
は

当
社
は
､
こ
れ
ま
で
西
之
表
市
で 
3

○
当
セ
ン
タ
ー
及
び
県
で
は
'
事
業
者

が
新
た
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
経
営
の

向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
｡

〇
二
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
､

｢中
小
企
業

の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る

法
律 

(中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進

法
)
｣
に
基
づ
く
経
営
革
新
計
画
を
作

成
､
県
の
承
認
を
受
け
て
支
援
策
を
活

用
し
､
新
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
を
紹
介
し
ま
す
｡ 

代
続
く
老
舗
の
菓
子
店
と
し
て
営
業
を

し
て
い
ま
す
｡
製
パ
ン
技
術
や
洋
菓
子

技
術
を
海
外
や
東
京
で
習
得
し
､
こ
れ

ま
で
の
和
菓
子
の
み
の
商
品
に
洋
菓
子

を
加
え
た
り
､
地
場
産
品
を
使

っ
た
新

商
品
の
開
発
と
販
売
に
着
手
し
事
業
拡

大
を
図

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
｡
し
か

し
な
が
ら
､
大
型
店
出
店
､
少
子
高
齢

化
や
過
疎
化
に
伴
う
利
用
客
の
減
､
手

菓
子
処
酒
井
屋 

狭
で
老
朽
化
し
た
工
場
や
設
備
､
非
効

率
な
製
造
ラ
イ
ン
､
原
材
料
や
消
耗
品

の
高
騰
､
島
内
購
買
力
の
低
下
な
ど
に

iy

よ
り
､
企
業
存
続
の
危
機
感
が
強
く
な

ka

り
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
中
､
前
年
度

に
商
工
会
が
実
施
し
た
地
域
資
源
全
国

jp

展
開
支
援
事
業
に
参
画
し
､
安
納
芋
や

n.

紫
芋
な
ど
の
種
子
島
の
特
産
品
を
原
料

se

と
し
た
商
品
が
､
関
東
地
域
で
の
商
談


会
に
お
い
て
､
非
常
に
高
い
評
価
を
受


ap e. /s ayn

け
て
複
数
の
商
談
が
ま
と
ま

っ
た
と
こ


ろ
で
す
｡


そ
こ
で
､
こ
れ
ま
で
課
題
と
な

っ
て

い
た
非
効
率
な
製
造
ラ
イ
ン
の
改
善
や

外
注
に
依
存
し
て
い
た
原
材
料
の
加
工

を
可
能
と
す
る
た
め
､
最
新
設
備
を
導

有
限
会
社

< 企業概要 >

西之表市酉町7 1番地

設 立 大正 2年 
資 本 金 3, 000千円 
従業員数 17名 (パー ト含む)

業 種 菓子小売業 (製造小売) 
T E L 0997-22-0167

12

計画承認 :平成 22年 3月 2日

所 在 地

H P :http://ww5s.

入
し
た
製
造
工
場
等
を
新
設
し
､
特
産

品
で
あ
る
種
子
島
紫
芋
､
安
納
芋
な
ど

を
原
料
と
し
た
新
商
品
の
開
発

･
販
売

に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
し

た
｡ 

Q 

<代表取締役 酒井 通雄 氏>

a/


く開設した小売店舗及び製造工場〉 
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り
ま
し
た
｡

県
外
展
示
会
に
お
い
て
の
手
応
え
と
島

お
こ
し
の
た
め
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
-

Q
.
経
営
革
新

の
支
援
策
利
用
状
況
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

西
之
表
市
で
開
催
さ
れ
た
経
営
革
新

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
､
こ
の
制
度

の
こ

と
を
知
り
ま
し
た
｡
経
営
革
新
計
画
が

県
か
ら
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
､
政

府
系
金
融
機
関

の
低
利
融
資
を
活
用

し
'
念
願
の
最
新
設
備
を
導
入
し
た
店

舗
型
製
造
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
｡
最
新

の
製
造
設
備
の
導
入

と
製
造
ラ
イ
ン
の
改
善
に
よ
り
､
衛
生

面
と
晶
質
並
び
に
製
造
効
率

の
向
上
が

図
ら
れ
､
機
会

ロ
ス
の
低
減
に
結
び

つ

い
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す 
O

く製造工場の様子〉

全
従
業
員
で
課
題
を
明
確
に
し
､
共
有

し
､
そ
し
て
積
極
果
敢
に
挑
戦
-


Q

ま
た
､
平
成 
22
年
度
県
の
経
営
革
新

.
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
教
え

で
き

る
事
業

だと
自信
と
自

覚
を
持

ち
､
鹿
児
島

の素
材

の魅
力
を
全
国

へ

発
信
し
て
､

県内経
済
へ
も
寄
与
し
て

い
き
た
い
と

思
いま
す
｡

消
費
不
振

の
影
響

等
で
厳
し

い
情
勢

は
ま
だ
ま
だ

続
くと
思
い
ま
す
が
､
こ

れ

か
ら
も

現

状に
甘

ん
じ
る

こ
と
な

く
､
気
を
引

き締
､
経
営
の
向
上
に

取
り
組
ん
で

参りま め

す
｡

-
整;._1--::Lii-
く安納芋などを原料とした新商品〉 

■経営革新支援制度のご案内 ■

臣 等 

支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
､
地
域

資
源
で
あ
る
安
納
芋
な
ど
を
原
料
と
し

た
特
産
品
の
販
路
開
拓
を
実
施
す
る
た

め
､ 
9
月
に
南

の
逸
品
商
談
会
と
､
グ

ル
メ
&
ダ
イ

ニ
ン
グ

ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー

に
出
展
し
ま
し
た
｡

展
示
会
で
は
､
引
き
合

い
を
受
け
る

な
ど
販
路
開
拓
に
大
き
な
効
果
が
あ

っ

た
ほ
か
､
全
国
の
飲
食
業
関
係
者
を
中

心
に
多
く

の
人
脈
が
拡
が

っ
た

こ
と

で
'
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
ア
イ
デ

ア
や

き

っ
か
け
を
掴
む

こ
と
が

で
き
ま
し

た
｡
ま
た
､
他

の
出
店
者

の
展
示
ブ
ー

ス
や
商
品
な
ど
か
ら
も
､
当
社

の
今
後

の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
に
大
変
参
考
に
な

る
も
の
が
多
く
､
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
､
貴
重
な
経
験
と
な

て
く
だ
さ
い

新
事
業
は
､
思

い
の
ほ
か
順
調
に
推

移
し
て
い
る
反
面
､
受
注
増
に
伴

い
､

従
業
員
の
人
材
育
成
が
今
後
の
課
題
と

な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡
経
営
革
新

に
取
り
組
む
に
あ
た
り
､
当
社

の
新
た

な
課
題
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
､
内

部
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ

と
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡
全
従

業
員

で
こ
の
よ
う
な
課
題
を
明
確
に

し
､
共
有
し
､

一
つ

一
つ
解
消
し
な
が

ら
､
地
域
資
源
で
あ
る
安
納
芋
や
紫
芋

な
ど
を
原
料
と
し
た
特
産
品
の
販
路
を

鹿
児
島
か
ら
全
国

へ
向
け
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
｡
ま
た
､

新
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
社
員

経営指標 ＼ 計画年数 

付加価値額 (営業利益 +人件曹 +減価償却費) 

3S p 

9%以上 

4年 

12%以上 

5年

15%以上

76628

新商品の開発 ･生産､新サービスの提供など新たな事業活動を通 じて､経営の向上を図ること (経営革

新)に積極的に取り組む中小企業を支援しています｡

【経営革新計画の承認基準】

①新商品の開発又は生産､新役務の開発又は提供など新たな取 り組みであること｡

②付加価値額と経常利益の数値 目標が次のとおりであること｡

-55

一

同

モ
チ
ベ
ー

シ

ョ
ン
も
上
が

っ
て
お

り
､
会
社

全
体
で
島

の
活
性
化
に
貢
献

_笥

【支援策の内容】 ①政府系金融機関による低利融資 ②信用保証の特例 ③県補助金 など

-､FAX :099(2-86
2-099 944直通)

pl 1 jma g. .fk hpre agos.@ienhs

TEL :


5
f

【問い合わせ先】 県庁経営金融課 経営支援係 

ima

0rc

E- l:
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頑

張

亀

進

幽
企

業

テ
ク
タ

ー
や

リモ

タ
ー
タ
ー
等

のカー コ

プ

の
株
式
会

社
ユ出

株
式
会
社 
Y
p
K

た業

会
社

概

要

京
) 
1
0
0

%

10
月
設
立
さ

れ

年 
5
月
よ
り

操

社 名 株式会社 Y pK

代 表 者 代表取締役社長 遠藤 定義

所 在 地 鹿児島県霧島市隼人町西光寺 2427-31
設 立 平成 18年 10月 13日 
資 本 金 5 , 000万円

株
式
会
社 

は
レ
ー
ダ

ー
デ

ィ

YP
K
ン

エ
ン
ジ

ン
ス

用
品
で
業
界
ト

ッ

ピ
テ
ル 

(本
社
､
東

資

の
も
と
平
成 
18
年 

会
社
で
す
｡
平
成 
19

し
､
当
時 

3
名
だ

っ

6

事業内容 無線通信機及び電装品の開発設計､製造

カー用品関連 :レーダー探知機､ ドライブレコーダー､他

スポーツ関連 :スイングマルチテスター､ゴルフナビ､他 
0995-43-4341
 
0995-44-8081
 

eritup uc ｣po.http:// kyp.

た
従
業

員は1
5
0
名
ま
で
増
え
'
数

名
の
出

向者以
外
は
地
元
県
内

の
方

々

を
雇
用

してい
ま
す
｡
現
在

は
､
株
式

会
社

ユ

ピ
テル
の
生
産

の
7
割
を
担
う

マ
ザ
ー

工場と
な

っ
て
い
ま
す
｡

今
年

創立
5
周
年
を
迎
え
ま
す
が
､ 

6
月
に

は生産
拡
大
を
目
指
し
新

工
場

を
増
設
し
ま
す
｡
お
客
様
に
信
頼
さ
れ

選
ば
れ

る企業
､
ま
た
継
続
的
な
人
材

育
成
を
通

して
地
域
社
会
に
も
貢
献
し

続
け
る

企業で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
｡

鹿
児
島

進出
の
理

由

会
社

は
人が
財
産

で
す
が
､
基
幹
技

術

の
進

化
と独
自

の
モ
ノ
造
り
を
実
現

す
る
た

め
優
秀
な
人
材
確
保
｣
を
立

地
の
最

優
先条 ｢

件
と
し
て
工
場
建
設
予

定
地
を

探
して
い
ま
し
た
｡
実
際
に
地

元
の
学

校
訪問
等
か
ら
人
材
紹
介

の
協

力
が
得

ら
れ､
又
空
港

･
高
速
道
路
や

港
等

の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

い
こ
と
よ

り
当
地

で
の建
設
を
決
定
し
ま
し
た
｡

特
徴基

幹
技
術

の
マ
イ
ク

ロ
波

･
無
線
通

信
と
測

位
技術
を
核
と
し
た
開
発

･
設

計
か
ら
生
産
に
至
る
ま
で
を

一
貫
す
る

自
己
完

結
型生
産
を
行

っ
て
い
ま
す
｡

カ
ー
用

品
関連
で
は
､
レ
ー
ダ
ー
探
知

機
､
エ

ンジン
ス
タ

ー
や
カ
ー
セ
キ

ュ

リ
テ
ィ

等の従来
製
品
展
開
に
加
え
ド

ラ
イ
ブ

レコーダ
や

エ
コ
運
転
診
断
装

置
等
､

またカ
ー
用
品
以
外

の
事
業
と

h2011
 

し
て

コ
ア
技
術
を
活
か
し
た
各
種

ス

ピ
ー
ド
テ
ス
タ
ー

･
ゴ

ル
フ
ナ
ビ
や
サ

イ
ク
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
等
ス
ポ
ー
ツ

や
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
の
開
発

･
製
造
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
｡

将
来

へ
の
展
望

鹿
児
島
は
農
業
､
漁
業
が
盛
ん
で
食

べ
物
が
美
味
し
く
'
自
然
豊
か
で
住
み

や
す

い
環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
｡
こ
の

鹿
児
島
の
地
で
自
動
車
関
連
製
品
は
も

ち
ろ
ん
､
鹿
児
島
だ
か
ら
で
き
る
､
鹿

児
島
発
の
新
た
な
製
品
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
夢
を
も

っ
て
取
組
ん
で
い
き

ま
す
｡

(秩
)
Y
p
K
の
製
品

rc6 情報KISC Ma



門晶子田表締役社長代取

測株式会社刷上印

アメリカから持ち帰ったもの

｢男兄弟はいなかったののです

進
化
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

印
刷
物
か
ら
電
子
端
末
ま
で
多
角
的
な
情
報
発
信

｢

三三_
;
_
I 

情報をデザインする

か?｣

お会いする方によく聞かれます｡
｢オンナで悪かったねえ｣と返したくなるのをぐっと我慢して､鹿児島はまだまだ女性経営者が少ない土地柄なのだな､と痛感してい弟は二人おりますが､亡き創業者の祖父からぼつけもん気質を継いでしまった『長子』とし責任感と｢大好きだった祖の遺志｣を自分なりに引き継いという強い思いで､米国マミでの管理職の経験を引っ提､21年間住み慣れたアメリカ

から鹿児島に戻って来ました

鹿児島を発信･-

当
社
で
は
'
印
刷
は
も
ち
ろ
ん
の

事
､
企
画
､
デ
ザ
イ
ン
､
編
集
な
ど
の

出
版
機
能
か
ら
印
刷
物
の
電
子
化
､

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
､ 

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ツ
ー

s 
N
s

ル
を
使
っ
て
多
角
的
に
お
客
様
の
情
報

伝
達
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
｡
自

社
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
よ
う
と
､
季
刊
誌

｢リ
ー

ジ
ョ
ン
｣
も
発
行
し
､
県
内
外

へ
鹿
児

島
の
魅
力
を
紙
と
電
子
媒
体
に
て
同
時

に
発
信
し
て
お
り
ま
す
｡
印
刷
業
界
も

随
分
進
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
｡
私
達

も
自
ら
が
進
化
し
続
け
､
末
永
く
鹿
児

島
の
皆
様
の
お
役
に
立
っ
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
｡ 

コミュニケーション企業として

ます｡

受けての､父母ぎたスコげて
｡

カリフォルニア州の民放TV局でアートディレクターの仕事をしており､局でのビジュアルニーズは何でも任されておりました｡TVのCGやアニメーションはもちろん､名刺から､自社ホームページ､広告やイベントのグッズ､そしてスタジオの空間デザインまで､全て担当分野でした｡分刻み
に迫る締め切り､少数スタッフ､

そうです｡

祖父が印刷業を始めた終戦のころ､これから民主主義の時代がくる､選挙だ､選挙ポスターが必要だ!という事を見据えて情報発信の手段であった印刷媒体を生業にしたようです｡雑誌や文学､写真広告などの世界が好きだった祖父が今の人だったらきっとインターネットメディアの世界に飛び込んでいたと想像しています｡それを想うと今の自分のコミュニケー

情報KlSCMarch2011f 

低予算の環境は今ででも役に立ち

ションプロとしてのの使命がワク

TEL

URLgamucne

:
9928--100664

99268--10003

:

南鹿島市栄児3-116 

FAX

fhiitwww:,.

海
外
の
印
刷
物
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
入
賞

ワク楽しくなるのです｡
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
で

社
内
活
性
化 

◆

は
じ
め
に

日
本
澱
粉

工
業
株
式
会
社 

(

ス
)
は
､
桜
島
が
浮
か
ぶ
谷
山
港

の
､
鹿
児
島
市
南
栄
に
本
社
を
構
え
る

食

品
製

造

会

社

で
す
｡
葛

き

り
､
春

雨
､

コ
ー

ン

ス
タ

ー

チ
､
漬

物

の
ほ

か
､
糖

化
製
品
や
医
療
用

マ
ル
ト
ー

ス

眼
前

サ
ナ

等
を
生
産
し
て
い
ま
す
｡
創
業
は

昭
和 

11
年
､
売
上
高 
1
6
9
億
円
､
従
業
員

数
は 
3
4
8
名 

(

3
年

3
月
現

平
成 
2

荏
)
｡

｢生

き

生

き

と
｣
を

社

是

と

し
､
社
員

一
人
ひ
と
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
す
る
の
び
の
び
と
し
た
社
風
の

会
社
で
､
県
内
を
代
表
す
る
老
舗
企
業

で
す
｡ 

◆
中
国
産
食
品

の
台
頭
と
激
化
す
る

価
格
競
争

同
社

は

こ
れ
ま

で
国
内
外
を
問
わ

ず
､
食
品
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
の
具
材
や
百
貨
店

へ
の
卸
販
売
な

ど

で
､
業

界
を
リ
ー
ド

し

て
き
ま

し

た
｡
日
本
で
ま
だ
春
雨
カ

ッ
プ

ス
ー
プ

が
認
知
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
頃
､
時
代

に
先
駆
け
て

一
般
向
け
商
品
と
し
て
リ

リ
ー
ス
し
た
の
も
同
社
で
す
｡

し
か
し
近
年
は
原
料
高
騰

の
中
で
､

業
界
の
み
な
ら
ず
､
食
品
メ
ー
カ
ー
も

大
手
ス
ー
パ
ー
も
安
値
競
争
の
波
に
晒

さ
れ
て
い
ま
す
が
､
こ
の
厳
し
い
状
況

下
で
も
'
同
社

で
は

｢安
心

･
安
全

の

国
内
産
｣
に

こ
だ
わ
り
続

け

て
い
ま

す
｡さ

ら
に
社
員

一
人
ひ
と
り
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
応
援
す
る
素
晴
ら
し
い
社
風
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
､
最
近
は
皮
肉
に

も
福
岡
や
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
に
優
秀

な
学
生
を
奪
わ
れ
て
お
り
､
社
員
募
集

時
に
､
同
社
で
働
き
た
い
と
い
う
強

い

意
思
を
持

っ
た
学
生
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
｡
そ
ん
な
中
､

同
業
他
社
は
い
ち
早
く
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
仕
掛
け
は
じ
め
ま
し
た
｡ 

◆

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
衝
撃
的
な
結
果昭和のはるさめカップスープ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

こし 
f

与
La

‖V=--_

it
lr,..

't.Lr

F､Lたこ王生,I一t:■=...14J雫l･LL･佃ltr.


コ~

1二Jたt1 =- .,.

Jで三品 

'■

h=こう

'iii〕/Lr -t..q

洲'''だ. 書q蕊l ･'仙r･脚.与I~l･1暮J:■.

妄:

ILLT1.
'

･'1･!,

j1

iii ノ

の
く=コl

L3Iヽ1 f IJJ
詳 
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tI

同
社
社
員
が
福
岡
に
飛
び
へ
九
州
大

学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル 

(Q
 

)
の

B 
S

協
力
で
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
｡
そ
こ
で
同
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

対
す
る
印
象
を
聞
い
た

と
こ
ろ
､

｢地

味
で
退
屈
｣

｢
H
P
に
力
を
入
れ
て
い

な

い
｣

｢会
社

へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸
か

な

い
｣
な
ど
の
非
好
意
的
な
意
見
が
多

数
を
占
め
､
就
職
し
た
い
と
思
う
学
生

が
居
な

い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
｡衝

撃
的
な
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
受
け
て 
1
ケ
月
後
､
同
社
員
が
本
坊

治
囲
社
長
に
提
言
を
開
始
｡
さ
ら
に
準

備
を
す
す
め
､ 
9
月
4
日
に
本
社
で
提

案
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
､

一
人
の
若

い
O
L
が
声
を
上
げ
た
の
で
す
｡ 

◆

28

歳
女
性
社
員
立
ち
上
が
る

い

よ
い
よ
具
体
的
に
動
く
べ
き
時
が

来
た
-

声
を
発
し

｡
立
ち
上
が
り
第

一

た
の
は
､
何
と
､
経
営
管
理
部
に
勤
め

る
若
手
の
O
L
で
し
た
｡

清
純
子
さ
ん 

28
歳
｡
決
し
て
自
分
を

前

面
に
出
す
タ
イ
プ

で
は
あ

り
ま
せ

ん
｡
お
と
な
し
く
､
よ
く
気
の
つ
く
細

や
か
な
女
性
で
す
｡
彼
女
は
以
前
か
ら

研
究
会
や
試
食
会
､
イ
ベ
ン
ト
等
に
休

日
返
上
で
参
加
し
､
表
に
は
出
さ
な

い

け
れ
ど

｢会
社

の
為
に
何
か
出
来
な

い

か
｣
と
考
え
て
い
ま
し
た
｡

今
ま
で 
B 
B 
B
取
引
で
利
益
を
と
げ

て
き
た
同
社
で
す
が
､
今
後
は
新
た
な

女
性
向
け
の 
B 
｡
C
商
品
も
開
発
し
､

t

パ

ッ
ケ
ー
ジ
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
'

ム
ペ
ー
ジ
等
も
大
切
な
企
業
イ
メ
ー
ジ

戦
略
の

一
つ
と
し
て
､
改
訂
に
向
け
て

乗
り
出
そ
う
と
動
き
出
し
ま
し
た
｡ 

◆
制
作
会
社
ポ
イ
ン
ト

ウ

エ
ブ
制
作
会
社
も
様

々
で
t 

や
ウ

エ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
明
る
く
な

い
人

に
と

っ
て
､
業
者
選
び
は
大
変
難
し
い

も
の
｡
当
社
に
お
声
が
け
戴
く
前
は
､

業
者
に

つ
い
て
か
な
り
色

々
と
情
報
を

探

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
｡
そ
の
中
で

当
社
が
過
去

に
制
作

し
た
､
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
サ
イ
ト
を
知

っ
て
安
心
さ
れ
た

と

の
こ
と
で
す
｡ 

◆
困
難
の
中
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
始
動

平
成 
22
年 
10
月
末
､
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

改
訂
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
本
格
始
動

し
ま

し
た
｡
メ
ン
バ
ー
は
休
日
を
返
上
し
て

い
く

つ
も
の
企
画
書
を
書
き
'
会
議
を

重
ね
､
尭
議
書

の
作
成
や

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
な
ど
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
い

き
ま
す
｡

h2011
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B 
S

心
打
た
れ

清
さ
ん
は
､
経
営
企
画
部

の
業
務
以

外
に
も
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
任
さ
れ
､
さ

ら
に
結
婚
と
い
う
人
生

の

一
大
事
も
控

え
た
中

で
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時

間
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

団
結

力

と

は
何

か
｡
積
極

的

ア
ク

シ

ョ
ン
と
は
何
か
｡
ド
ラ
イ
な
時
代
に

*Ip-=

は
､
新
入
社
員
が
会
社
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
き

っ
か
け
と
し
て
､
社
内
取

材
や
記
事
更
新
な
ど
の
作
業
を
有
機
的

に
取
り
入
れ

る
戦
略
を
立

て
て

い
ま

(,ヲu

El.ii.AT:

内

で
の 

体
感
そ

局
め
て
き
た
同
社
で

す
｡ 

削

っ
て

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
遂
行
と
な

り
､
多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
｡ 

◆	

メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な

っ
て

清
さ
ん
の
精
力
的
な
活
動
に
心
打
た

れ
､
徐

々
に
賛
同
者
が
増
え
始
め
ま

た
｡
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あ

っ
て
､
そ
の
楽
し
さ
と
は
何
な

の
か

を
肌
で
体
感
し
て
き
た
社
員
た
ち

の
モ

チ
ベ
ー

シ

ョ
ン
は
､
今
や
､
ど

の
同
業

他
社

に
も
負
け
な

い
程
高
ま

っ
て
い
ま

す
｡ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
改
訂
と
い
う

一
つ
の

き

っ
か
け
が
､
社
内
活
性
化

の
た
め
に

効
果
的
に
使
わ
れ
た
好
例
と
い
え
る
の

I

Lr′1≠ ▼■… 

-i

証 し

t


開
発
研
究
部
､
営
業
部
'
品
質
保

I_■-JLI))r _

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

◆
同
社
が
考
え
る
今
後
の
ホ
ー
ム
ペ

ジ

活
用

サ
イ
ト

の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
達
成
は
､

ス
タ
ー

ト

で
し
か
あ

り
ま

せ
ん
｡
今

後
'

｢優
秀
な
学
生

の
獲
得
｣
と

｢お

客
様
と

の
関
係
を
深
く
し
て
ゆ
く
｣
よ

う
発
展
さ
せ
て
い
く

の
が
目
標
で
す
｡

今

ま

で
同
様

ハ
ー
ド

ル
は
あ

る
け
れ

ど
､
自

慢

の
団
結

力

と
､
心

強

い
サ

ポ

ー
タ
ー
を
得
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン

バ

ー
の

目
は
､
さ
ら
に
希
望
に
燃
え
て

い
ま
す
｡

新
し
く
改
訂
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に

)p
､-

IIIIIP
1-.■

仏tZJr

部
､
経
営
管
理
部
､
食
品
部
ま

で
も
が

立
ち
上
が

っ
た
の
で
す
｡

女
性
社
員
も
積
極
的
に
ア
イ
デ

ア

･

意
見
の
交
換
を
行

い
､

｢会
社

の
企
業

イ

メ

ー

ジ

が

ど

う

あ

る

べ

き

か
｣

｢タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
な
る
訴
求
層
を
ど
こ

に
見
出
す
か
｣
な
ど
を
と

こ
と
ん
話
し

合
い
ま
し
た
｡

次

々
と
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て

い
く
な
か
で
､
関
わ

っ
た
社
員

の
や
る

気
に
火
が

つ
き
'
日
に
日
に
団
結
力
が

高
ま

っ
て
ゆ
き
ま
す
｡
最
初
は
誰
も
が

参
加
を
渋

っ
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
し
た

が
､
そ
の
頃
に
な
る
と
､
皆

の
見
て
い

る
視
線

の
先
に
は

｢会
社
を
良
く
し
た

い
｣
と

い
う
た

っ
た

一
つ
の
ゴ
ー

ル
だ

け
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
｡ 

◆
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
決
定
､
得
ら
れ
た
も

の
は
そ
れ
以
上

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
次

い
だ 

の
学
生
は
､
同
社
社
員

の
活
動
に

｢
G 
K 
B
=

頑
張
れ
鹿
児
島

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
｣
を
組
織
し
て
応
援
に

乗
り
出
し
ま
す
｡
同
じ
く
理
解
を
示
し

た
天
文
館

の
飲
食
店
も
'
同
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
イ

メ
ー
ジ
撮

影

に
無

償
協

力
｡
社
員
と
業
者
だ
け
で
な
く
'
学
生

や
地
域
を
も
巻
き
込
ん
だ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と
し
て
ウ

エ
ー
ブ
が
広
が

っ
て
ゆ
き

ま
し
た
｡

メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な

っ
て
幾
多

の
苦

難
を
乗
り
越
え
､ 
4
月 
1
日
に
生
ま
れ

変
わ
る
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(
h
tt
p:// 

は 

(樵
)
オ

ル
タ

パ

ン
チ
が

提

供

す

る
､
利
用
料
無
料

の 

w

s

u

O
j

w
w
.
u
n

s
.c
.
p
＼
)｡
し
か

し
｢苦
難

C
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鹿児島県鹿児島市易居町 1-2
市役所みなと大通り別館 6階 15号室 
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(
コ
ン
テ

と

は

思

え

な

と
､
メ
ン
バ
ー
は
語
り
ま
す
｡

出
来
上
が

っ
て
ゆ
く
ワ
ク
ワ
ク
感
｡

仕
上
が

っ
た
と
き
の
達
成
感
｡

い
ほ
ど
楽

し
か

っ
た
｣

そ
し
て
様

々
な
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
こ
と
で
､
客
観
的
か

つ
忌
怪

の

な

い
意

見
が
沢
山
集

ま

り
世
界
が
広

が

っ
た
そ
-
で
す
｡

ン
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
)
が
付

属
し
て
い
ま
す 
o
易
し
い
管
理
画
面
で

社
員
皆
が
気
軽
に
記
事
を
作
成

･
編
集

で
き
､
下
書
き
保
存
し
た
も
の
を
管
理

者
が
手
直
し
し
て
公
開
す
る
な
ど
､
各

コ
ン
テ
ン
ツ 

(記
事
)
の

一
括
管
理
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
｡

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
訂
を
と
お
し
て
社 
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発
表
内

容

ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
lフ
ザ

コ
ー
ナ
ー 
◎

第 
4

ベ
ン

プ
ラ
ザ

6

回

チ
鹿
児
島 

(二
ャ

ー
水
会
)

企

業紹介 
)

へ

(

商
品
の
特
徴 
)

当
製
品
は
､
ウ

イ

平

成1
9
年 
4
月
に
遮
熱

･
断
熱

ル

ス
･病
原
菌
の
抗

抗
ウ
イ
ル
ス

とし
て
使
用
し
ま
す
｡

菌
･

発
表
後
の
成
果

･
感
想

発
表
直
後
の
交
流
会
に
お
い
て
､
参

加
者
の
口
添
え
で
､
山
田
農
林
水
産
大

10 

臣
(当
時
)
と
の
面
談
を
設
定
し
て
い
た

だ
き
､
後
日
､
農
林
水
産
省

へ
の
プ
レ
ゼ

ン
が
で
き
ま
し
た 

そ
の
後
､
農
林
水
産
省
よ
り
各
関
係

機
関

へ
の
紹
介
を
受
け
､
当
製
品
の 

を
行
い
ま
し
た
｡

二
水
会
で
発
表
の
場
を
設
け
て
い
た

だ
き
､
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
｡

今
後
の
展
望

発
表
後
､
問
い
合
わ
せ
の
多
い
販
売
代

理
店
の
選
定
や
農
家

へ
の
施
工
説
明
会

の
実
施
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
み
か
ん
等
柑
橘
系
の
害
虫
対
策

と
し
て
使
用
で
き
な
い
か
な
ど
新
分
野

で
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡ 

R

O

p 

塗
料

の販

技
術

を結 売
､
施
工
指
導
､
研
究
開

発
を

行う事
業
を
基

に
創
業

し
ま

し
た
｡

企

業等の
技
術

シ
ー
ズ
と
自
社

合

し
た
共
同

で

の
研
究

開
発

や､大
学
等

の
研
究
者
と
産
学

連
携

による
研
究
開
発
を
行

い
､

塗
布
材 
(

を
事

業化し
ま
し
た
｡ 

(商平

品成開20発
断熱

熱

･

s

疫
･遮

熱

消
石
灰
を
樹
脂

でコ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

防

R 

防
疫
材 
)

Sけ)


の
き
っ

か

年
県
内

の豚
根
の
遮

舎

屋

て
､
少
し
つ

つ
染
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
｡

効
果
が
持
続
す
る
た
め
､
通
常
は
定

期
的
に
散
水
す
る
だ
け
で 
O
K
で
､
雨

上
が
り
や
朝
露
で
も
表
面
が
高
ア
ル
カ

リ
に
な
り
､
散
布
に
係
る
手
間
が
軽
減

で
き
ま
す
｡

な
お
､
効
果
は
､
リ
ト

マ
ス
試
験
紙
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
効
果
が
低
減
し
た
場
合
､
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
等
を
行
え
ば
､
塗
膜
内
部

よ
り
再
び
高
ア
ル
カ
リ
が
染
み
出
る
仕

組
み
で
す
｡

せ
っ
か
い
s
R
S
塗
布
材
の
セ
ッ
ト

ウ
イ
ル

ス
育

さ

が
は
や
り
､

飼

､一

れ
て
い

る
豚

が夜
に
し
て
全
滅
す
る
の
を

工
事
施
工

時
｢サ

に

ー
コ
｣

099 0782-982-:

を
目

の当たり
に
し

ま
た
｡
し


チ
ン

が十分
に
配
布

さ

jp

防
疫
の

ため
灰

ken

の
消
石

い
ま
し

た

k ituumoog

当

時は､ウ
イ
ル

スに対
す
る
ワ
ク

ず
､
国
よ
り

れ


が
､

配
布
さ
れ
て

が


消
石
灰

は､散布
し
て
も

め
､畜
産
農
家

葉
野菜
へ
の
気

鹿児島市郡山町2
X

1
A

1-
0 F
57
85:

@ffk tuumool:imaE-

S 
R 
S

風
が

吹けば

ば
流
さ

れ舞
い
上

が

て
し
ま
う

た

は
､

近隣のお
茶
畑

や

配
り
を

しな
が
ら
､

そ

を
散
布

すウ
イ
ル

ス

る
必
要
が

あ

そ

こで､

し
て
､

消考え
､

特

石
灰
の
効

果

来
な

いかと

入
し
､

効果
る 

塗
布

が
持
続

す

材
を
開

発しま
し
た
｡ 

り
､
雨
が
降
れ

の
都
度
消
石
灰

099 2-982-

り
まし
た
｡

病
原
菌
に
対

や
効
能を
持
続
出

な
樹
脂
に
混

殊
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発表する福元社長

株式会社福元技研

代表取締役社長 福元 茂

せっかいSRS塗布材の施工作業の様子
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研 究 シ ー ズ の 紹 介 

_f髪' ‥

鹿児島TLOでは鹿児島大学 ･鹿児島高専 ･鹿屋体育大学の研究者の研究成果を企業の新規事業

等-活用していただくために､産学官連携や技術移転活動を行っています｡ 今回は､鹿児島大学が

出願 し､鹿児島TLOが移転活動を行っている下記発明を御紹介します｡

【発明の名称】 垂下式海面養殖カゴ

【出願人】 国立大学法人鹿児島大学 【発明者】 鹿児島大学水産学部教員等

【出願番号】 特願 2007-246190 【出願日】 平成 19年 9月 21日

【発明の概要】 ｢低コストで使用性 ･取扱性に優れた垂下式海面養殖カゴです｡養殖カゴ内に複

数のポットを用意することでマダコの集約的養殖を実現しました｡

【解決したい課題】

従来利用されてきた陶磁器製のタコつぼは､重い上に割れやすく､取り扱いが不便であった｡

また近年開発されたタコ繁殖システムでは､残餌やタコの糞を回収する手段がなく､海中に垂れ

流すことから環境汚染か 山配される上､給餌の際コンパートメントごとに投餌するため､多大な

労力やコストを要していた｡

低コストで俺的性 ･取締性に優れだ垂下式海面香椎nコを開発 1

香椎 flコ内に搾斡G)ホ 一･Iトがあり､マダコの集約的香椎を貢現 す

残乏耳や不専物を回収するスホ ･･/ト付eI


A / ･･･I.:

水産関係の､装置開発､共同研究に興 鹿大tの共同 
味がある企業の皆様に訴勧功しさす｡ qf究先等集中 

. kT
iiZ!BFニ_二_一一｢i 

p// wkl.oj/ jV 斗再株式会社鹿児島TLO 【htt:wvv.toc.p 】 IL 一

〒890-0065 鹿児島市郡元 1-21-40 鹿児島大学産学連携推進機構棟 2階
 

L O 92 4131 F 9 -8 13 - i no toc p
TE 9 -8 -6 AX 0 92 416 2 EMa一if@kl.o.j
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価 値 靴 公 卜 義 朗 も 乱 た 

(財)かごしま産業支援センターでは､起業の促進による本県産業の一層の振興を図るため､

去る 2月 15日 (火)､鹿児島県人材育成センターにおいて､起業化セミナーを開催 しました｡

このセミナーでは､起業化の際に求められる心構えや企業経営に必要なノウハウなど起業化

に関する講演会が行われました｡

●セミナー概要

◆講	 話 (第一部)

｢起業の成功事例｣


株式会社南日本銀行 営業統括部支店

支援室調査役 川上 豊晴 氏


金融機関が実施 している起業支援の内容や､

実際に起業して成功している 5社の事例を紹介

して､起業化に必要なポイン トを分かりやすく

説明 していただきました｡


◆講	 演 (第二部)

｢経営をもっと柔軟に,グローバルに !｣


株式会社 トヨタ車体研究所

代表取締役社長 宮村 憲一 氏


企業経営者の立場から､グローバルな視点を持っことや､日本国内だけを考えるのでは

なく､海外-目を向けることの大切さ等を熱く語られました｡ 

(講演アンケー トより :抜粋)

･具体的な成功事例が多く,苦しい時期の乗 り越え方,計画性の大切さ,熱意を持っ

て自分で切 り開いていく等大変参考になりました｡

･ユニークで具体的な話が大変興味深かったです｡

･起業を考える上でいい話を聞くことが出来,今後を考える機会となりました｡

･経営に関して様々な角度からの話で参考になりました｡

･経営者の観点から国内の状況を分析 し,戦略戦術のノウハウも分かりやすく説明し

ていただき良かったです｡

･チャンスは身近にあると信 じて,チャンスを生かすようにしたいと思います｡

･情報に敏感になり総合的に集約 して,日本ではなく世界が何を求めて流れているか

を知ることも大切だと分かりました｡

･夢と信念をもって行動されている方は何をやっても成功するのではないかと感 じま

した｡

･成功例の経営者姿勢が良く分かりました｡

･鹿児島におけるこれからの成長産業をいくつか学ぶ機会が得られて良かったです｡ 

*来年度も開催する予定ですので､ご期待ください｡ 
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受発注情報l

当センターでは､仕事を発注 ･受注したい企業の希望条件 (設備 .技術力等)に見合った取引の

紹介あっせんを行っております｡今月は､下記の企業から発注の申し込みがきておりますので､

あっせんの御希望がありましたら御連絡ください｡

)pkirco. .また､センターのホームページでも御覧いただけます｡ ( L:httソ/www rJ
受発注案件を掲載希望の際は､下記へ御連絡ください｡

pR]

◆発注情報 

加 工 内 容No. 所在地 発 注 品 目 数 量

【お問い合わせ先】 (財)かごしま産業支援センター ビジネス支援課 

発 注 条 件
必 要 設 備 材料 有効年月日 

H2343..0

-

1 福岡県 機械加工品(大物) 協 議 機械加工 マシニングセンター他 チタン 

AFX:099L:099-ET 4
7
2
1
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1
2
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2
1
-9
1
2
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-
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下請取引におけるベス トプラクティス (望ま しr戸企業間取引事例)の御紹介 

｢下請適正取引等の推進のためのガイドライン｣とは1.

｢下請適正取引等の推進のためのガイドライン｣とは､下請取引に関するベストプラクティス (親事業者と

下請事業者の望ましい企業間取引事例)や下請法等で問題となりうる行為等を業種別に､わかりやすく提

示したもので､現在､下記の 業種について策定されています｡15

近年の経済情勢下においては､親事業者と下請事業者が運命共同体との認識を持ち､共存共栄のため

にお互い努力し､適正な下請取引を行っていくことが重要となります｡

業種別ガイドラインに記載されているベストプラクティスを御紹介いたしますので､今後の親･下請事業者

間の適正取引の推進にお役立てください｡

①素形材産業 ②自動車産業 ③産業機械 .航空機等 ④繊維産業 ⑤情報通信機器産業

⑥情報サービス .ソフトウエア産業 ⑦広告業 ⑧建設業 ⑨ トラック運送業 ⑩建材 .住宅設備産業 

2.
ベストプラクティス(望ましい企業間取引事例)

◆原料等の値上がりに伴う対応については､個別に下請事業者と協議を行っている｡(化学)

◆単価決定の経緯が残されておらず､親事業者､下請事業者双方の合意に基づいたか不明であったた

ため､取引毎に交渉メモを作成し整理しておくことを徹底 (鉄鋼)

◆下請事業者の経営状況のチェックに当たり､①財務状況の報告を強要しない､②報告書の作成に労力

をかけさせない､③入手した情報は厳重に管理している(情報通信機器)

｢下請適正取引の推進のためのガイドライン｣の詳細については､下記ホームページで御確認ください｡ 

th hwwwcuso. .//:phtt me h･tmi G hneyousudLekGitaueuihSノikihitorノkiiee/jigo.･p

【お問い合わせ先】 九州経済産業局産業部中小企業課

F

1
福岡市博多区博多駅東2丁目1番 1

AX:


号 福岡合同庁舎本館 

5
4
5
-2
8
4
-2
9
0:LET 0 (直通) 3
9
3
5
-2
8
4
-2
9
0
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lnomatofr in
『平成 22年度 鹿児島県取引情報交換面談会』を開催 一打

去る 2月2日(水)､鹿児島市内のホテルウェルビューかごしまにおいて､ビジネスマッチング協議会及び

当センターの主催により｢平成 22年度 鹿児島県取引情報交換面談会｣が開催されました｡

◆参加企業数

区 分 企 莱 数 参加人数

発注企業 35社 (うち県内 5社 ) 52名

受注企業 53社 81名

この面談会は､鹿児島県中小企業の受注機会の拡大と新規取

引先の開拓促進及び技術に関する情報交換を図ることを目的

として平成 4年から開催 しており､今回で 19回目となりま

す｡当日は､新たな外注先を求める発注企業 35社と県内の受
面 談 会 風 景

注企業 53社が参加 し､限られた面談時間の中で活発な商談が行われました｡また､受注企業の加工

製品や鹿児島県 トライアル発注製品の展示コーナー､関係機関紹介コーナーを設置するなど､発注企

業に対し工業団地や地元企業の開発製品等の PRも行ないました｡面談会を補完することを目的と

して開催 した交流懇談会には､受発注企業の担当者など約 80名が参加 し和やかな雰囲気の中､相互
の親睦を深め､県内企業同士が情報交換をする様子も見受けられました｡

iiA_ 二 ]

受注企業製品コーナー トライアル発注製品コーナー

発注企業の中には､面談会の翌日､面談企業を訪問 し工場見学をするなど積極的な姿勢も見ら

れ､ ｢早速､見積 りを依頼 した｣また ｢面談 した発注企業を訪問し､あらためて商談をすることに

なった｣などの嬉 しい報告も受けております｡今後の進展に期待 したいと思います｡

◆当センターに寄せられた参加企業の声を､一部御紹介しますO

<発注企業>

･九州地区は未開拓地のため､今後も情報収集をしていきた

い｡こういう機会は､ありがたい｡

･自社のニーズに沿う鹿児島県企業と効率的に面談ができ､

有意義だった｡継続的な取引が出来るように検討したい｡

<受注企業>

･1日で数社と面談出来る貴重な機会である｡面談企業の感
触は良く､何とか実績に結び付けたい｡

･発注企業の参加が多かった為､面談数も多く希望する発注
企業と面談ができた｡今後しっかりフォローを行う｡ 

面談会風景 

交 流 懇 談 会 風 景

14 情報 KISC Ilrh21Vac 01 



平成23年度ソフトウェア技術者等養成講座一覧

研修時間 9:30-16:30
区 分 at 座 名 期間 日数 定且 受講料 

1コンテンツ制作Lができる人材7F成一l ①コンテンツ兼材制作 1 川ustratOr基礎 ll/15-16 2 10 9.000

2 川LJStratOrデザイン 1/24-25 2 10 ll.000 

3 phOtoShop基礎 5′18-19 2 10 9.000 

4 Phot○Shopデザイン 7/28.-29 2 10 10.000 

5 FlaSh基礎 ll/7-8 2 10 7.000 

②wObコンテンツ制作 6 ネットショップ服役入門 6/17 1 10 6.000 

7 HTML&CSS入門 6/28-29 2 10 10.000 

8 DreamweaVerとFirevyOrksを使ったホ-ムページ作成 10′25-26 2 10 10.000

③検束エン./ン対車 9 SEO&SEM## 9′8 1 10 8.000 

2ネットワーク技術を活用できる人材育成 ①わ トワーク構築 10WindowsLAN入門 6/2-3 2 10 20.000 

llTCP/lP入門 12/14-15 2 10 20.000 

12ネットワーク管理者になるためのLAN入門 8/23-24 2 10 15.000 

13ネットワーク応用研修 (トラフ̀ルシューテインク●編 ) 2/2.-3 2 10 20.000

②情報セキュリティ 14インターネットセキュリティ入門 10/19 1 10 10.000 

3業務を効率化できる人材育成 ①オヘ○レーションシステム 15Linux入門 ll/28-29 2 10 12,000

②アプリケーション 16Excel応用 5/26-27 2 10 6,000 

17Exce'】マクロ/VBA基礎 8/3-5 3 10 12,000 

18ExcelVBA応用 10/4一一6 3 10 12,000 

19AcceSs基礎*第 1回.第 2回とも同じ内容です○ 第1回 5/10-ll 2 10 7,000第 2回 ll/10-ll 2 10 7,000 

20AccesS応用*第 1回,第2回とも同じ内容です○ 第1回 7/25-26 2 ー0 7.000第2回 12/20～21 2 10 7,000 

21AcceSSマクロ/VBA基礎 1/17-19 3 10 12,000 

22Acce.ssVBA応用 2/7-9 3 10 12,000 

23pow○rpointビジネス活用 <プレゼンテーションテクニック> 8/29-30 2 10 6,000

③言語利用 24vis.ualBasic2008の基礎を学ぼう(基礎編 ) 8/9-10 2 10 ll,000 

25VisualBasiC2008を兼務に活かそう(実践編 ) 日/1-2 2 10 ll,000 

26VisualC# 2008プログラミング入門 11′21-22 2 10 15.000 

27ASP.NETプログラミング入門 ー2/1-2 2 10 15,000

問い合わせ先 上野原ビジネスプラザ
〒899-4317 霧島市国分上野原テクノパーク 4番 30号

電話 :0995-45-3511 FAXO995-48-5270 
URL :http://www.kric.or.jp/S_plaza/top.html
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Jt野原lビジネスプラザ .Hンキュベ一歩ルームの御案内

当センターの上野原ビジネスプラザでは､起業家や新たな事業分野-の展開を目指す中小企業の方々に､ 
24時間無料でインターネット接続サービスが利用できる快適で低廉な料金のインキュベータルームを用意

し､皆様の入居をお待ちしています｡

･インキュベータルーム	 22重 (平成23年3月1日現在 6室が空室)

面 積 :31.5m2-111.15m2
月額使用料 :49,612円～131,853円 (敷金不要)

なお､創業 5年未満の企業については､使用料の減免があります｡

所 在 地 :霧島市国分上野原テクノパーク4-30

■問合せ先■	 (財)かごしま産業支援センター 上野原ビジネスプラザ

〒89914317 森島市国分上野原テクノパーク 4-30 
TEL:099-53 FAX: 54-20 - Igom@oki.rj541511 099-857 E¶ai :yuup.rco.p 

I｢ ごL	 掲載, 案 内か.しま企業情報｣への■ の御

当センターでは､県内中小企業の情報発信の充実と検索 J等 の か : は 企 桝 # 蒜 …還 =､ 
利便性を図ることを目的に､当センターのホームペー ジ 上 に n コ 妄 こ ｢ 訂 ㌻ 1 ｢蒜訂 6搾 

｢かごしま企業情軌 を構築し､掲載企東の募集 を し モ ㌫ 妄 ｢ う 恵 毘 最 欝 T.崇 .LTf::
:垂巨亘∃

す｡ J肌 JjUltt■〕【))≠ユt■)W m ヽ 

インターネ ットを使用 しての登録 ･更新が可能で ､ 登 録 企 業
■ J=三言こ.TTal. 

1分Ei三三申 ｢≒‡三二- 槻y･-:二世聖二TL_ 

側の操作もしやすくなっています｡ ■ JM t■暮一.m l.
叫 か. ･+ rT o- ■ F二ユニlt･+ Ehd 

一社でも多くの企業に掲載 していただければビジネス チ ャ ン otHqLdM r+ ロ±±_=⊇わiq■~ー か モ三言 Otct -

スの拡大に繋がることが期待 されます｡掲載料は無料で す の
I… ■1人か t也 L tJZL11∧●r-■スrth m lZOIIIr5tlu I.) 

で､お気軽に御登録ください｡ tdlb■●1llEIQ rtH t)hll■▼4… 
t二二二 ~享 で- Ⅶヽ■■■■ rr

EPy′-1上■■ロ■■■ ロ二付■1: 〇■■■■机iん■■ロLl■■

■問合せ先 ■ (財)かごしま産業支援センター 情報支援課 
TEL:099-219-1275 FAX:099-219-1279 トmail:info@po.kric.or.jp

他ンターホ-ムページ rKII 221｣の御案 内4 SCネット 

センターのホームページを御覧になったことがありますか?
こんなメニューがあります｡
･センター･関連機関からのお知らせ
･ニーズ別に制度や業務相談窓口の紹介
･センターの調査物･刊行物の紹介

･ビジネスに役立つお勧めサイト など

ぜひ､御覧く URL: p/w wki.rpださい !I htt:/ w .rcoJ/

メール配 信サー ビ久 IKJSCNEW S』･｢ I ' の 御 案 内

当センターでは､イベン トや研修など各種のお役立ち

情報をEメールで無料配信するサービスを行っておりま

す｡配信を希望される方 (機関または個人)は､次の当セ

ンターホームページからお申し込みください｡

お申込み先 URL : 
http://www.kric.or.jp/publication/kiscnews/ 

top.htm)

■問合せ先■ 
(財)かごしま産業支援センター 情報支援課

トmail:kiscnews馳O.kric.or.jp

FEXOO9999 2299 110(情報KISC 3月号	 TAL --11--22779 代表) 

発行者 :財団法人かごしま産業支援センター	 E-mail kisc@po.kric.or.jp 


